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協力隊活動報告協力隊活動報告

　協力隊員も着任から仕事に慣れ、自主企画によるイベントも今後増えていくと予想されま
す。そこで今回「下仁田町地域おこし協力隊イベント実行委員会」を立ち上げる運びとなりま
した。規約を定め代表者を置くことで役職としての地域おこし協力隊から、団体としての協力
隊として結束を深め、町おこしの業務にあたっていきたいと思います。

「地域おこしの未来は手作りで」
　７月１日に群馬県庁で行われました地域おこし協力隊の情報交換会。
その際に配布された各地域の協力隊員紹介の冊子に、それぞれの協力隊員の”「想い」を一
言！”という欄がありまして私はそう書き記しました。比喩的に書いたのでパッと見た人は少々
理解しづらいかな・・・と。
　「手作り」、物事を築き上げていく人たちによる１つ１つの積み重ねという言い表しです。
地域が１、２年で生まれ変わる魔法なんてない、地に足のついた明確な方法で地域を盛り立
てる。その想いは下仁田町に来る前から変わらぬままです。その想いの一部分を込めた森の
市「あらふねマルシェ」、第２回目を８月２８日（日）１０時～１６時の間、荒船の湯国道沿い駐車
場で開催することが決まりました。
　お時間がある方は是非足を運んでみてください！

　６月から、矢川区の一人暮らしの高齢者の方を訪問させていただいています。
おひとりおひとりにお会いしてさまざまなお話をさせていただき、皆様の生活の様子や皆様
の想いを聞かせていただいています。一つ一つしっかりと受け止めて皆様の『生きがいづく
り』へつなげて行きたいと思います！
　また、６月は小学生と一緒に田植え体験や、矢川区いきいき健康教室にも参加させていた
だきました。今後も地域の方と直接お会いできる時間を大切にしていきたいです。

　下仁田に着任しまして半年が過ぎました。一番のおじ様おば様はもちろん役場の方、協力
隊員、地域の方々に支えられて今日も楽しく元気に過ごす事が出来ています。本当にありが
とうございます。これからもおごることなく謙虚にひたむきに努力いたしますのでよろしくお
願いいたします。

　夏はジオパークのイベントも盛りだくさんです。なかでもイチオシは夏休みの自由研究サ
ポート。8月16日までの毎週火曜日、午前中を自由研究相談の時間に設定しました。研究テ
ーマの設定や実験の進め方などをやさしく指導します。ジオパークには自由研究にぴったり
の面白い石や地形がたくさん。一緒に楽しくジオパークで自由研究をやりましょう！

小池隊員報告

沼田隊員報告

片山隊員報告

渡辺隊員報告

大井田隊員報告

下仁田町自然史館
下仁田町大字青倉１５８-1
☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５
http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジオパークで
地域に活力を！！

※下仁田町自然史館では、午前9時から午後4時まで展示室を開放しています、ぜひお出かけください。
※8月の休館日は1日・15日です

問合せ先　教育課ジオパーク推進係（下仁田町自然史館）　☎７０-３０７０

　ジオパークガイド養成講座はたくさんの応募をいただき、総勢22名で講座が
スタートしました。6月からはフィールドワークも始まり、荒船風穴、まちなか
散策などを行っています。受講者からは「先生の話を聞いて新たな発見があっ
た」「ジオサイトの素晴らしさを改めて感じることができた」と好評です。今
回の受講生は11月開催のジオパーク関東大会でのガイドを予定しています。ガ
イドの活躍が楽しみですね。

ネギとコンニャク・ジオパーク
群馬の夏は雷に注意！

行事報告
ガイド養成講座　総勢22名で開講

　「地震」「津波」「水害」…自然災害にもいろいろな種類があります。下仁
田で生活するうえで特に気をつけなければいけない災害はどれでしょうか。下
仁田の大地のことを学び、自然災害から自分や身の回りの人を守るための知識
を学びましょう。
【日時】平成28年9月3日（土）午後1時30分～午後2時30分
【会場】下仁田町自然史館ミーティングルーム
　　　　受講者にはジオ商品のおみやげが付きます！

ジオパーク講座「再確認！下仁田の防災」
行事予定

　下仁田町では、小中学校を対象に「世界遺産」・「ジオパーク」・「ねぎ」・「こんにゃく」をメーンテー
マとした郷土学習「下仁田学習」を行なっています。
　平成28年度は、小学校5年生が、室内でジオパークの学習をしたあと、日本ジオパーク下仁田応援団のガイ
ドでまちなか探検に、中学校１年生が下仁田自然学校の案内により、川原の石の学習。中学校2年生は、自然史
館展示室の見学及び、ジオサイト美化清掃に取り組んでくれました。

ジオパーク学習

　とつぜん黒い雲が出てきて、土砂降りの雷雨なんてことが夏になると増えてきますね。群馬県は夏の雷雨が
特に多い地域です。雷の多さは群馬ではおなじみ、上毛カルタでも詠われているほどです。群馬県で夏に雷雨
が多いのは、その地形に理由があります。群馬県は東・北・西の三方を山に囲まれ、南東部は関東平野が広
がっています。南東から風が吹いてくると、風が山にぶつかって雲になります。この南東から吹く風は湿って
いるので、大きな雲を作り、激しい雷雨を降らせるのです。このように、地形は気候の特徴を作る要素の一つ
になっています。身の回りの大地のことをよく知り、安全・安心な生活を送りましょう。
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とあります。この詩碑は、父（治雄）が30才の時に島崎藤村に依頼して昭和6年に建立したものです。
藤村の作品には下仁田の名が所々に出てきまして、小諸義塾で教鞭をとっていた頃、生徒を引率して
内山峠を越えて下仁田に一泊したことがあります。また、明治40年の「新小説」には、「下仁田は平凡
なる土地なれど、よき樹陰ありて息ふべし、旅舎も亦野趣あり」と書かれています。明治44年発刊の
短編小説に「下仁田の宿屋」があります。その後に出た「夜明け前」には水戸天狗党のことが書かれ
ていますが、下仁田戦争で戦った浪士達は京都に向かう途中、木曽馬籠の藤村の生家に宿泊してい
ます。
　父は中学校時代から藤村文学に心を引かれ、藤村全集の第一巻に署名を戴いています。
　どうしても下仁田古戦場跡に藤村詩碑を建立したいとの強い思いから、藤村に詩の一節を書いて
戴きたい旨をお願いしました。幸運にも承諾を戴きまして念願かなって詩碑が建立出来ました。現在
藤村の文学碑等は全国に100基余ありますが、生前に建てられたものは４基しかありません。その第
２番目の詩碑となりました。藤村からは詩碑が出来たら写真を送って欲しいとの手紙があって、その
礼状には「この碑が旅人の足を止め、子供等にも読まれるということは小生にとりても楽しみに思い
ます。」と書かれています。当時、ここの脇をバスが走っていまして、上信電車では「藤村詩塚前」とい
うバス停留所を設置してくれました。以後、藤村には下仁田ネギを送り、よろこびの礼状を戴いてい
ます。　

これは下仁田音頭の第５番目に歌われている詩で、作詞は詩人の鈴
木比呂志さんです。下仁田音頭は町が戦後最もにぎわった昭和中期
に出来たもので、レコードにもなって町中に歌声が響きわたったもの
でした。振り付けされて、春・夏・秋の祭りや運動会などでも踊られま
した。当時をなつかしむ人達もすでに高齢化しています。ここの碑に
は次のような文字が刻まれています。　４月からスタートした、７回に亘ってのガイド養成講座

も６月２５日で４回目を迎えました。
　この日は、関東大会のツアーコースとして、下仁田駅か
ら始まり街なか～自然史館コースの要所、随所を歴史
的背景と共に産業考古学を踏まえたガイド実践研修
が行われました。
　受講者一同、大会はじめジオツアーに訪れる方々の
ため克己心に燃えながら、パーフェクトを目指して頑
張っております。

水戸の浪士のいくさの跡や
億ぶ藤村　チョイト　詩碑も
バスの窓から見て通る

ヨイヨイ下仁田
　サッテモ下仁田新名所

過し世を静かに思へ　百年も昨日の如し
かって上州かぶら河のほとりを旅せし縁故より旧詩の一節を求められるままに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島　崎　藤　村　□

ジオパーク応援団だよりジオパーク応援団だよりジオパーク応援団だより

ガイド養成講座、只今受講中!!

　今回は、下仁田あじさい園周辺の道路で、清掃美化活動を行いました。早朝より、応援団だけでな
く、町長さんをはじめ住民の皆様やネクスコ東日本の皆様にもご参加いただきました。１時間たっぷ
り作業した後、きれいになった国道から見上げると、紫陽花は朝露に濡れて今が盛りと咲き誇り、その
輝きが一層増したように思えました。
　美化活動が終わった後、１０分間の「ミニジオ講座」を開きました。馬山丘陵は鏑川が作った河岸段
丘であることや、上段には古い遺跡が並んで発見されていて、１万年以上にわたって人々が暮らしてき
た重要な場所であったこと等の話をしました。

６月のジオ（２０）の日　美化活動

　ジオパーク応援団員の親睦と知見を深めるため、下記のとおり視察研修を行いますので、ぜひご参
加ください。
　団員以外の方で参加を希望される方は、自然史館へご相談ください。
日時　　　　９月７日（水）　午前７時　集合：出発
集合場所　　こんにゃく手作り体験道場駐車場　　　研修場所　　埼玉県秩父ジオパーク
参加費　　　３，０００円（当日集金）
募集人数　　２５名（定員になり次第締め切ります）　締切り日　　８月３１日（水）　　　　
申込み先　　下仁田町自然史館　☎７０－３０７０

楽しく学んで仲間づくり

　８月の清掃活動は、「夏期巡回ラジオ体操会」会場となる下仁田中学校周辺を行います。
日　　時　８月２０日（土）ＡＭ６：３０～７：１５
集合場所　下仁田中学校

＊ゴミ袋・ゴミ挟みは用意します。
＊軍手等は各自ご持参願います。
＊清掃活動終了後１０分程度の、ミニジオ講座を開催します。

毎月２０日は『下仁田ジオパークの日』

里　見　哲　夫島崎藤村の詩碑
第13号 2016.8.1

しの うた ぶみ

もも とせ
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戴きたい旨をお願いしました。幸運にも承諾を戴きまして念願かなって詩碑が建立出来ました。現在
藤村の文学碑等は全国に100基余ありますが、生前に建てられたものは４基しかありません。その第
２番目の詩碑となりました。藤村からは詩碑が出来たら写真を送って欲しいとの手紙があって、その
礼状には「この碑が旅人の足を止め、子供等にも読まれるということは小生にとりても楽しみに思い
ます。」と書かれています。当時、ここの脇をバスが走っていまして、上信電車では「藤村詩塚前」とい
うバス停留所を設置してくれました。以後、藤村には下仁田ネギを送り、よろこびの礼状を戴いてい
ます。　

これは下仁田音頭の第５番目に歌われている詩で、作詞は詩人の鈴
木比呂志さんです。下仁田音頭は町が戦後最もにぎわった昭和中期
に出来たもので、レコードにもなって町中に歌声が響きわたったもの
でした。振り付けされて、春・夏・秋の祭りや運動会などでも踊られま
した。当時をなつかしむ人達もすでに高齢化しています。ここの碑に
は次のような文字が刻まれています。　４月からスタートした、７回に亘ってのガイド養成講座

も６月２５日で４回目を迎えました。
　この日は、関東大会のツアーコースとして、下仁田駅か
ら始まり街なか～自然史館コースの要所、随所を歴史
的背景と共に産業考古学を踏まえたガイド実践研修
が行われました。
　受講者一同、大会はじめジオツアーに訪れる方々の
ため克己心に燃えながら、パーフェクトを目指して頑
張っております。

水戸の浪士のいくさの跡や
億ぶ藤村　チョイト　詩碑も
バスの窓から見て通る

ヨイヨイ下仁田
　サッテモ下仁田新名所

過し世を静かに思へ　百年も昨日の如し
かって上州かぶら河のほとりを旅せし縁故より旧詩の一節を求められるままに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島　崎　藤　村　□

ジオパーク応援団だよりジオパーク応援団だよりジオパーク応援団だより

ガイド養成講座、只今受講中!!

　今回は、下仁田あじさい園周辺の道路で、清掃美化活動を行いました。早朝より、応援団だけでな
く、町長さんをはじめ住民の皆様やネクスコ東日本の皆様にもご参加いただきました。１時間たっぷ
り作業した後、きれいになった国道から見上げると、紫陽花は朝露に濡れて今が盛りと咲き誇り、その
輝きが一層増したように思えました。
　美化活動が終わった後、１０分間の「ミニジオ講座」を開きました。馬山丘陵は鏑川が作った河岸段
丘であることや、上段には古い遺跡が並んで発見されていて、１万年以上にわたって人々が暮らしてき
た重要な場所であったこと等の話をしました。

６月のジオ（２０）の日　美化活動

　ジオパーク応援団員の親睦と知見を深めるため、下記のとおり視察研修を行いますので、ぜひご参
加ください。
　団員以外の方で参加を希望される方は、自然史館へご相談ください。
日時　　　　９月７日（水）　午前７時　集合：出発
集合場所　　こんにゃく手作り体験道場駐車場　　　研修場所　　埼玉県秩父ジオパーク
参加費　　　３，０００円（当日集金）
募集人数　　２５名（定員になり次第締め切ります）　締切り日　　８月３１日（水）　　　　
申込み先　　下仁田町自然史館　☎７０－３０７０

楽しく学んで仲間づくり

　８月の清掃活動は、「夏期巡回ラジオ体操会」会場となる下仁田中学校周辺を行います。
日　　時　８月２０日（土）ＡＭ６：３０～７：１５
集合場所　下仁田中学校

＊ゴミ袋・ゴミ挟みは用意します。
＊軍手等は各自ご持参願います。
＊清掃活動終了後１０分程度の、ミニジオ講座を開催します。

毎月２０日は『下仁田ジオパークの日』

里　見　哲　夫島崎藤村の詩碑
第13号 2016.8.1
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